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ペ・イ・リャーシチエンコ教授の

業績について
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本 主文

iよじ反こ

ベ・イ・リャーシヂェンコ教廷がそのf)S午に及ぶ研究生活を終えたのに 19[)S11ての

G月である.そ，れからもう 71r過ぎた.かれの数多くの吾作のItTで忌もたきなものとょ
った ;)造本の「ソヴエト国民経済史J 第 1 司 2Zさく1947~48) が IH たときから数えると，

もう 15年になる. 3 巻本の「経~?f史」を書評する中で， レニングラードのカ・パジート

ノフ氏は，ソヴエト国民経済史に認する iel下担任ーの l科学的業績である。と言ったが，

その後の十数年間にわれわれ;主主だこれによヒ践するものの出現を克ない. 何111:主でもこ

の状態がつづくとほ考えられなL、が， ロシア経済史講本の戦後のは;子しい移り変わりの

Iドで. 依然としてその正位置を失わないでいるリャーシチェンコの業績について.今一

応ふり返っておく必要があると思う.

リャーシチェンコ教授の;左大な蔵書(1， 未版の手稿とともに，キーエフにあるウケヲ

イナ科学アカデミー経済研究所の経済史部門に寄贈され，特設さhたリャーシチェンコ

!記念経済史研究室に保守されている. 1962年号月間研究室を訪れた際，同研究室の主マ;τ
長たるダ l~/ ィ F ・ブヨードロヴ、イチ・ヴイルヌイーク教授及び同研究室の諸えから. 故

人の業績について，資料とともに話相な説明を得た. さらにモスクワの科学アカデミー

経清研究所で故人の僚友たり Lエヌ・カ・カラターエフ教授の助言を得たが. この立

乃はこれらの肪言に基くものである.

L {f::. '<IIi.2 ) 
1-111 

187β11--. 10月 10日，→ナラトフ市において雫チェルニコ、フ・カザ、ーケの11¥で司令 j自}j日正:

1 ') K. na)f{HTHOB， KHHfa 0 HapO，ll，HOM X03気負CTBeCCCP，“自OBbI訪 MHp，"M.1949 NQ 5， c. 79-86 
2) リャーシチェンコの生涯について書かれた文献は次の通りである.

BipHHK ，U.φ.)1むITT兄 iHayKoBa ，lI，I兄lIbHICTbaKa，ll，eMIKa AH  YCCP n. I. .TI匁江J，eHKO.-<<BiCTHHK 
AK3江.HayK YCCP>>， 1957， NQ 1， c. 58-66 
nyCTOBaJJOB 11. Hay'IHbl詰 Tpy，ll， no HCTOpHH HapO，ll，HOro X03完IkTBaCCCP.--<<日p2B，lI，a>>， 1949， 

7 Ma兄， M 127 
Ka中TaHOBC. B. ，HaypeaTbI CTaλHHCKHX npeMHii---HoBaTopbl HayKH H TeXHI-IKH.-<<HaYKa H 

)KH3Hb>>， 1949， NQ 7， c. 26， nopTp. 
HeCMe51HOB A. H. HOBbIII BKJla，ll， B nepe，ll，OBylO HayKy.-<<KyJJbTypa H )f{H3Hb)>， 1949， 10 anp.， 

民主 10 

Pa60Tbl AK3s，eMHKoB，可.1IeHOB-KoppecnOH江eHTOBH Hay可HbIXCOTpy江HHKOBAKaぇeMHHHayK 

CCCP， Y，lI，OCTOeHHble CTaJlHHCKHX npeMH詰B06.1I3CTH HayKH H H306peTaTeJJbCTBa 3a 1948 ro，...'1.. 

(Kp3TKHe 3HHOT3UHH.)一 <<BeCTHHI王AHCCCP>>， 1949， M 7， c. 75-76 

7
t
 

F
円
J



山本敏

体勤務者の家庭に生れた. 1894年に土地の古典ギムナージャを出ると，ベテノレブ、ノレグ大

学の物理数学学部(自然、科学部門の農学専攻〉と法学部〈経済理論〉に入学. 1899年か

ら1900年にかけて再学部を卒業， 卒業に捺して第一設の賞状を受け， 教授要員として

農業経済学講窪に残された.翌 1900年から 1901年にかけて，農業問題と経済学を研究

するために，ライプツィヒ大学及びライプツイヒ農科大学に派遣された. 1902年にはマ

ギストノレ〈農業経済学〉の試験に合接，ベテノレブ、ノレグ大学農業経済教室の講師となった.

これから 1908年までの 7年間に， ベテノレブノレグ大学並びにベテノレブ、ノレグ高等女学院で

行なった講義a，経済学.農業経済学，農業組議論，経済地理の諸科邑に及んだ.
この間， 1905年の革命に際しては積極的な社会活動をし大学の助教授クツレープから

選ばれてベテノレプノレグ労働者代表ソヴエトの代議員となり， 労働者クラブをつくってそ

の指導に当った.労働者代表ソヴエトの代表者たちが逮捕された際に負傷し社会運動

に覆極的に参加したかどで，講義を禁ぜ、られ.流7ドl地送りとなった.

1907年， Iロシアにおける農業進化穣論」をもってマギストル(経済学及び統計学〉

のぷ験をう:七翌 8{r~こ学f立を得，新たに法学部で、経済学，食糧論及び統計学の講義を

始めた.

1909-1910年に在外研究員として出張，掃国後， 1913年にトムスク大学経済学及び統

計学講座の正教授に選ばれ，学部長となり， 1917年の 5月までここにいる.その間. 19 

14年に「農民問題と改革後の土地政策Jを以て博士(経済学及び統計学〉論文の審査を

うけ学{立を受くーのまた. 1915~1917 年の間， Iトムスク大学報告Jの編集者であり，シ

ビーノレスカヤ・レートピシ」誌でも活援した.大学での研究指導とともに，シベワアの

協同組合協力委員会と茜シベリア農業協会を主導する.

1917年，二月革命重後にトムスクの県食糧委員会の代表者に選ばれ，シベリアでは初

期の食彊徴発隊を組織した.その 5月には， ドンスコイ大学の経済学教授に招かれ，同

時にドンスコイ国民経済単科大学の学長を兼任した.その間192守一22年， ロストフ・ナ・

ドンの労働者，農民及びカザーク代表者s市ソヴエトのメンバーであった.
1922年 11月，土地人民委員会の研究員としてモスクワに移る.この仕事は 1926年ま

で続く. モスクワに移ると同時に，クラースナヤ・プロブェツスーラの研究所で教授に

任命され，コムアカデミーの先住研究員となる. また，モスクワ国立大学及び多数の大

学高専と研究所， とくにソヴ、エト科学アカデミー経済研究所の教授となる. 一方， I農

業前線にてj. I経済評論j，Iソフォーズム「消費者同盟j，I社会主義経済j，r-穀物市場」
等の諸雑誌の編集に参画した. この状態誌 1935年まで続けられたが， 1927-1929年の

間にはハリコフにあるウクライナ・マルクス・レーニン主義科学研究所の農業問題研究

室を指導する任に当った.

瓦沼山eHKOO.弘-EC3，日3，ll..2・e，T. 25， 1954， c. 590， nopTp. 
J1兄江.J:eHKOn.11.-MC3， H3え.3・e，T. 5， 1959， T. 5， c. 784 
瓦兄出eHKOO. 11.-3Hl.J:. CJIOBapb， T. 2， 1954， c. 297 
江克巳.J:eHKOO.註.-BKH.: 220 JIeT AH CCCP. CnpaB01JHa兄KHHra.M.・江.， 1945， c. 106 
日.11.江兄Il.J:eHKO(無署名〉一(<113BeCTHiI>)， 1955， 29 HIOJIiI，ぬ 178
日.1.瓦兄Il.J:eHKO(無署名〉一<<Pa，ll..YKpaIHa)>， 1955， 26 cepn悶，地 175
3) この論文は，後に単行本となったとき，ロシア・アカデミーの受賞対象となった.
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ベ・イ・リャーシチヱンコ教援の業績について

1935年、 ソヴエト科学アカデミーの先在研究員となり，コムアカデミーの幹部会から

無審査で、経済学博士の称号が与えられた. 1942年iこは科学アカデミー歴史学研究所の先

正研究員に任命された. 1943年 i月6日，長年の科学的研究と社会的活動に対して， ロ

シア社会主義共和国の一名誉科学者Jの称号を与えられた.

1945年， ソヴ、エト科学アカデミ一通信会員，ウクラ fナ科手アカデ、ミ一正会員に選ば

れ， ウクライナ科学アカデミー経済研究所国民経済史認門の先在研究員二任命された.

またソヴエト科学アカデミ-220胃年に際し労街赤旗勲章と了3HaJlnOqeTa 勲章を

授 Ij.された.

1949年. 3巻本の ソヴェト段民経(斉史 t 第 1，2を己主j"L. 事 i級のスターリン江

をij二えら，れた. 195:~ 年 i 二、主.長期 iこわたる勤務と j品七なき j吊手UJ の位;二， レ一三ン市今十三'

7-さALt二，

19;:);-) <f ()月 ~4 n.モスクワに;礼、て吃:.L.

E か.flの研究業結

イr-Jffによって明らかなように. !j>，hの研究活動;工時々 551下町二掠るものと考えら，}t

る.その間に書いた著書， III主主は lGO以上を数えることができる.かれの菩{下のう r)，

独，英宅仏，中間. 丹本沢されたものの数もちい. ヴイノレヌイーケ教授は，そAlらのも

のを大到して次のように分:十ている.

1.農業問題

2. 部門経済学

3. 経済的地域区分

4. ソ連国民経済史

5. 経済思想史

可うまでもなく，力、れの数多くの著作の中で先づ取上げて評価すべきは， 3巻本の F ソ

ヴェト国民経済史」であろう. しか Lここでは，上ぷの分、慣を念頭におきながら，大体

編年顕iこかれの業績をふり返ってみることにする.

( 1 ) 

かれの研究活動の初期に!たて11"け浸ったのは Lと[て喪主問題であろ， L 

ると.

iロシアの農業進化概論 11)

「農民問題と改革後の土地政策 '2)

fロシアにおける土地所有の動員とその統λφ!の

1) T. 1. Pa3λO)l{eH狂eHaTypaλbHoro CTpO冗 HyCJIOBH兄 06pa30BaHH兄 CeJIbCKOX03兄詰CTBeHlwro
pbIHKaは 1908年に初版. 1923. 24， 25年と 5坂まで、出た.
T. 2. KpecTb先日CKoeneJIO H nope中opMeHHa兄 3eMJIeycTpmiTe.'lbHa完 nOJIHTHKaは 4. I.口ep-
BOHaqaJIbHOe HaneJIeHHe H ocy出eCTBλeHHeKpecTb~HcKO詰 co6CTBeHHOCTH が 1913 年に出た.
2) 1914年12月14日学位論支の公開討論のための報告書として印尉され，翌年[トムスク大学撮告!
に掲載された.前出の f農業進化概論J. 第2部と罰各々同じ内容のものであるが，一応別個の形をと
っている.

3) 1ヲ05年に印摘さましわレースカヤ・ムイスリ」誌にも 2回Iこうナ載された.
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山本敏

f穀物関税J4)

11茨露の国内市場における穀物取ヲIJD

これらのうち，最初の f農業進化概論」第一部が出たときには，ヴ、ェ・グェ(ヴオロ

ンツオフ・ヴェ・べ)，マースロフ・ベ， ミクラシェフスキー・ア等が挙ってこの書評に

当り，とりわけヴェ・ヴェ氏は第二部の書評をも書いている. リヤーシチェンコの主論

文という場合，本書を取り上げるのが通例であったが，仮りに 3巻本「ソヴェト国民経

済史」を概説書であるとするならば，その見方は今でも成立するであろう.

革命後，かれ自身ソヴエト政府の農業政策に参画したことは年詳の項で、述べた通りで

ある.大なり小なり， ソヴエト政!育の農業:政策を反映したものとして次の;諸著f'Fを挙げ

ることカ1で-きょう.

f穀物経済の将来と国営穀物工場J6)

fソブオーズと農業の工業化J7)

「コルホーズ建設の若干の理論的および組織的な問題についてjめ

まだ必ずしも成熟したものとはなっていなかった十月革命前後のロシアの経済学界に

理論的な面で貢献し，全国民経済的に大きな意義をもっていたのは，経済的地域区分と

部門経済についての業績である.穀物経済，関税議，貿易論についての諸論文がそれで

ある. さきにも挙げた「欧露の国内市場における穀物取引Jは，これが出販された時，

キーエフ，モスクワ，ハリコフ等の大学で教科書，参考書として大いに利用された. こ

の中でかれは，革命前のロシアにおける穀物取引の組織を解明したのであるが，それは

恐らくこの種の論考の最初のものであろう.

「世界経済体制の中でのロシアの穀物経済Jl)

を代表とする一連の穀物貿易，穀物市場論があるが，これら一連の論文の中で， ヨーロ

ッパ各国の主として 19世紀中葉以蜂の農業発展の跡を追跡し，次の謹点を明らかにし

た.すなわち，用益地の相互関係，播種面積の規模とその配分，全国民経済の中での農

業の位置，農村各生産者グループの社会的性格，市場の狭盤なこと，各国の輸出入の可

詑控(第一次大戦の前後について〉等である.

1925年，新経済政策によってソヴエト内部に広く向1日，貨幣関係が発展した時，かれ

;土，

f商業経済論」10〉

を書いた. この中で、は商業論の諸問題を概観し，資本主義の下での商業組織を明らかに

して，その社会経済的な性格とソヴエト経済制度の下での商企業の特殊性を境定した. 向'

4) <<BecTHHK争沼H.，npoM. H Topr.>) 1905， T. 1-2，民主 5，c. 165-172 
ラ) 1912年に出寂された， 656頁tこ及ぶ超大なものである. これに対しては， B. B. (BOpOHUOB B. 0.) 
が「ヨーロッパ報知J誌 1912，No. 11で書評をしている.
6) <<3KOH. o603peHHe>)， 1928， N!l 6， c. 15-31 
7) <<COBX03})， 1928， N!l 7-8， c. 21-26 

8) 1929年 12月20-278の農業専門家会議での報告冊子.
ヲ〉 独訳に当って，次の如く， Iロシアjを fソ連Jとした.<<Getreidewirtschaft der Sowietunion 
in System der Weltwirtschaft)) M. 1927. 
10) ITeopHH H opraHH3aUHHJとし、う副題がある.
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ベ・イ・リャーシチヱンコ教授の業費について

業資本の役割，価格形成の諸要素等についていくつか論議をかもす問題点を残している

が，可足立りの年間教科書，参考書として用いられ， 資本主義社会における商品流通と市

場競争の諸問題，ネップの諸条件の下でのソヅエト i揖業のあり方について， 多くの指針

をあたえた.

とくにロストア・ナ・ドンにいる間i二書かれたものの中には. ソヴエトの社会主義建

立と直接に結びついたものが多い.部えiえ

「南東部の経済的地域区分と経済的建設Jl1)

「南東部の経済的富と外間貿易人民委員会の課題 j12) 

手である. また，ネップから第 2次 5カ年，n-ffHIに到るrr!jご誇jに;i;いた一連の;芝、宗Ill1M~に作!
?る著作 L 社会主義建立の現実的な課題にnずる L のであっ~-

「t;立j燥地f??の経営再編成の経済的活条件 ;IS〉

i-~三業の工業化J14)

「え現存ミコルホーズ建l立の当而の諸問題 ;13〉

「ソ主主:の食院経済;18〉

'!である.

理詩的な面でとくに興味あるのは，

「農業の社会的経済学J17)

である. テューネンからクノレチモフスキーに到るドイツ畏学の成果を坦唱して， ロシア

にはじめてまとまった形の農業経済学の教科書を作ったことの意味は抜き難く大きなも

のであるが， ここでは主として否定的な面のみを述べてみよう.先づかれは，農業の中

の自然的要素に決定的な;言、義をもたせている点である.それら諸要素が.現実の生産過

程の中でどのように作用されているものかにまるで隈を向げていない.別言すれば.社

会的な諸関係を「平衡j を保った「静的Jなものとしてレる.そこから，農業を工業と

まったく程対立するものであると見たつ，農業企業の組織論を単に技指の問題としたり

するのである. また，生産の集中，記鵠労働の使用，生産からの生産手段の分離， 22氏

!Et号の分解等には充分な究明がなされていない. ア・グェ・チャーヤノフ.コニヌ・べ・マ

カーロフ手を「ネオ・ナロードニーチェストヴオJとLて批司する姿勢をとりながら，

かれの立論の基氏にはこれらの人々のそれと可!えり多くの共通点をもっているl'i)

これで一応経済史以外の之;献の概観を終ることにするが.最後に「初期の業績のrl'に
は，客観主義と理想主義がj哀れている;というヴイルヌイーク教授の言葉の意味を考え

11) 1923 

12) 1922 

13) {;îiJ題「我佳Ilえび北アメリカにおける乾燥地号?の民主~J. 1925 

14) (<ArpOHOM)>， 1926， N2 5， c. 3-5， <<3KOH. o603pemie>)， 1926， Jも 3，c. 15-30 
1ラ) <<3KOH. o603peHHe)>， 1929， NQ 6， c. 1-12 
16) 1931年に書いた 5カ年計l出i第 l年皮についてのものと， 1932年に書いた 1929/30及び 1930/31の
同年!支を扱ったものとがある.同れも <<E)KerO.llHHKxJIe6oo6opOTω に分担執筆した.
17) 1930年に国立出版所から出され，農業高等寺門学校の教科書としてfAく用いられた.r農業経済学j
として，垂井武夫氏の邦訳もある.
18) ネオ・ナロードニーチェストヴォとの関係については， それ自身私には興味ある開題であり， 日

本への小農主義の入り方と関連して別に充分考究してみたいと思う.
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山本敏

てみよう.例えば「ロシアの農業進化概論」の中では，キーエフ・ロシアとモスクワ国

家におし、ては， 告立の自由農民は存在せず， f也人の土地のf昔地人としてのスメノレドのみ

があったとしている.つまり，キーエフ・ロシアに封建的諸関保の発生を認めないので

ある.また，資本の原始的蓄積を論ずるに当って， ゾムパノレトの所謂「自然的」要素と

L づ概念を採用している. (これらは何れも「ソヴェト国民経済史J の中で書き改めら

れた.)前者についてはヴェ・クリューチェアスキー， ヴェ・セノレギェーヴィチ等と，

後者についてはロシコーフ， ストノレーヴェ等との共通点が，若しヴイノレヌィーク教授の

問題点で忘るとするならば，その後のソヴエト史学の推移からみて，そのことは別に史

学史の範鴎に於て論ずべき問題であろう.

(2) 

リャーシチェンコの業績の中で主要な位置を占めているのは，歴史学的な経済学研究

である. 数えて 30年以上もこの分野の研究に精力をつぎこみ， 最後に完成した 3巻本

の「ソヴェト冨民経済史j は，かれの命を縮めたと言われる労作である. 1947年以降

は，これ以外には殆んど二，三の争論文しか発表していなし¥

「ロシア国民経済史」として初版が出たのは 1927年で，その再販法 1930年に出たが

その骨子となったのは， 1922年'"'-'26年のモスクワ大学経済学部における講義案であっ

た. これは言うまでもなく，古代から十月革命に到るまでのロシアの経済的発展を窺観

したものである. これを出すに当って，何よりも先づ，かれにとっての課題は，科学と

しての経済史学の規定をすることであった. しかしこの抜では遂にそれは果されず，

経済史学の対象も規定されず，社会科学体系の中での経済史学の金量づけも行なわれ

ず，さらに，革命前のロシアにおける国民経済史の時代区分も行なわれなかった.

この版の中では，その後大きな問題となった「商業資本主義j の役割について，かれ

がポグローフスキー教授の所論をとり入れて叙述Lたのは，至極自然、のことであったと

言えよう. ここではまた， ロシアの経済的発展が西欧のそれとは異るまったく独自のも

のだと見られている.

この版では. 1861年の改革をめぐる諸問題，とくにその性搭づげが行なわれていない

し，また， ロシア資本主義の発展過程で‘の外国資本の役割についても.かれ自身の見解

を読みとることができない.この版ではまだ殆んど全く触れられていないのは，

1) 生産諾力の主要な要素としての科学技街の発展の歴史

2) 国家経済の発展の歴史

3) 農村及び都市経済

4) 協同組合

5) ロシアの労働者階級と労融市場

6) 辺壌の経済的発展の塵史

である.

1939年に，第3販が出たとき，書名を「ソヴェト国民経済史」として，はじめて辺境

の問題を扱った.
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この版では，ポグローフスキーによって主唱された「商業資本主義」は用語としても
7オルマーツイア

姿を消し，代って「社会経済的構成体J とL、う関念が用いられた.販を改めるに当っ

て付加されたの;土。ロシア帝国の版図丙に移住した束万諸民族の経済史〈第2，6ラ 14章)
2) キーエフ・ロシアの経済的発展の性格づ;子〈第5章〉

:1) ロシアにおける封建制の一般的特徴づ汁(第4章〉 とくに， ロシア民抜のみで、え

く唱 ロシア帝国内の能の諸民族の封建的諸問f系の堅史である.

とくに興味を呼ぶのは， ここでかれが. 畏奴1M待f¥:のロシアのマニュファクチュアに

ついての問題提起をしたことである.すなわち，ア・カ・コルサークその飽のロシアに

おけるマニュファクチュア発生についての見解を批判してカイlは， その発生を 17tH:紀

のものであるとし同時に， ロシアのff業発畏更の中でのマニュファクチュア時代の初

みを， 1R!I恨の長平一一ロシアにお;十る資本主義的ウクラード形成のはじめ一ーである

とLた. また，改革えIjのロシア・マニュブアクチュアの性格を分析して，資本主義塑の

同ヨーロッパのマニュファクチュアとロシアの畏奴事jマニュファクチュアとの相異を明

らかにした.そして，マニュファクチュアに関する当時の諸克解を注釈している. さら

に本書では， ロシアの農奴説マニュファクチュアの発展における絶対主義の役割(第Hi

??り， 19 ttそ紀前半及び改革直前の経済状態〔第 20章〉の二点が明らかにされたことをも
っげ加えておかねぽならないであろう.

× × × 

3巻本「ソ連国民経済史Jの著作にとりかかったの辻，戦争中の 1942{rであり，初抜
を出したのが 1947年である.その構成は次のようなものである.

第一巻資本主義以前

第二巻 資本主義時代(苦国主義時代を含む)

第三巻社会主義時代

これは，東ヨーロッパ子原語民族 (5~ 6!吐紀〉及び古代のザ、カフカージエと中央ア

ジアの諸民侠(71を紀まで)の，また，東スラヴ人の京始共同体経済発展の時期か九二

どまり， 第二次i世界大戦の後の第1次 5カ年五ト画までの長L、経済的発展の跡をたどる L

ので，カ、寸Jれ1十r

この版で新たに'カか、つ， より主義日に1m筆、 叙述されたの;土次の各項である.

jーキーエフ・ロシアにお;ナる奴隷市上

;ロシアにおける農奴告1]の独自性J

「ロシア・マニュファクチュアの経j斉(向性倍;

「ロシアにおiナる産業革命!

「ロシア帝国主義の特'I"L:

fロシア経済史，とくにソヴエト社会の時代五分j

「ソ連邦i司の諸民族共和国および辺境の経済的発展の特性!

この版は， 1939年版にくらべてはるかに多くの史実を引用して.詳細な叙述をLてい

るが，用語で先づ気がつくこと法 lo6mecTBoBoo6meJという言葉がまったく姿を治
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していることである.つまり. I社会」を静態的なものとして担えるのでなく，動き，

変化する社会経済的構成体として把えようとする.γ18世紀後半の経済と経済政策jは，

この版で、新たに加えられた章であるが， ここではツアーリズムの経済政策の変化が明ら

かにされており，また当時の経済思想についても加筆されている.

この販が，困難な独ソ戦の最中に準備された状況をも考え合せると，愛国主義が随所

に頭を拾げているのも自然のことであろう.例えば， ロシア国家の起源について，ノル

マン主義者の所説に激しい言葉で反論している.

第一巻の肯定面と否定面をかんたんに述べると，前者は，

「資本主義の崩芽J

「ロシア・マニユフアグチュアの位:格j

[-封建制の胎内における資本主義的ウクラードの形成過程j

i封建=農奴主体制の危機の増大j

などが明らかにされたことである.後者は，

「資本の原始的蓄積j

について，単に事実を挙げるのみりで，その理論的裏打ちが全然、行なわれていないこと

がその一点である.また，原蓄の問題と関連して 11861年の改革の位置づけ」がなされ

ていない点も書き出しておく必要があろう. また，いわゆる遊牧封建制を述べるに当り

家畜ないしは牧草地ではなしに，土地所有をもって封建制の主たる経済的前提としてい

る点も公式主義のそしワを免かれないであろう.

x x x 

第 2巻の初版は 1年後の 1948年である. この巻は， ロシアの資本主義時代〈帝国主

義時代を含む〉として， 1861年の改革から十月革命までを取扱っている.次の西部をも

って構成されている.

1. 産業資本主義

2. 帝国主義

:1. 19-20世紀におけるロシア資本主義体制の下で、のソ連邦諸民技の経済的発展

4. 1914-1917年のマi子菌主義戦争およびツアーリズムと資本主義の崩壊

ここで特記しなければならないのは，

「改革後の地主経営および農民経営J

が明らかにされたことである.かれは改革後の農村の状態を分析して. 1共同体の分解j

「貴族経営の進化J，f農業技術の進歩 1，農産物輸出J. !農業危機Jなどの諸項を明ら

かにした. 農政問題は，第 10章でストノレイピン改革の評価に関連して扱われているが，

ここで「ストノレイピン農業立法の農民各層への影響」と iクラーク経営の増大Jが述べ

られ， 1-ロシアの農業進化概論j において見られたような， ストノレイピン改革のrt1にロ

シア農村を保守的なものに変える力だげを見ょうとする姿勢は， まったく認められなく

なった.

7) かれは，原始的蓄積の要素として 10のうちの第4番目に φaBOλHTH3Mを挙げ、ている.たしかに

それが一つの大きな要素であったことは事実であるが，植民政策や戦争，専売等と静列して挙げるだ

けでは不充分である.
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i立与Zと小数民族の問題に関しては，新たに;起大な頁数が割かれたことを記すに止める.
I)f~ 業資本主義が独占資本主義に， さらに帝国主義に転化していった事象についても，

多くの頁数が割かれているが， ロシア吉国主義の特質を明示したことは， この巻の大き

なりj鋲というべきであろう. ここで、かれ(i， ロシア帝国主義の軍事的，封建的特徴が.

経済のおくれた半封建的形態の残有物の存在とロシア専制政治の地主=農奴主的性格の

11こlとにあると述べている.

1-，1't業の集中と独占!について章を起して(第 11章〕述べられているが，ここで「ブ

ロダメートプロドウーゴリ jなどの全ロシア的な規模の独占形態がはじめて明らカミ

にされた. ここで取扱われてL、るの;if独占の発生二. 一金融資本]， I独占とツアーリ

ズムとの相互関係J，I外国資本J，iロシアにお;十る国家独占資本の発生と発展Jなどで

あるが，各項ともはじめての定説を打出したものというべきであろう.

われわれにとって不充分だと思われるのは， 十月革命の経済的な前提条件が必ずしも

明確にはされていないことである. また. ツアーリズムの戦争経湾政策の限界性，ある

いは‘謬着性についても何等触れられていないことである.

ストノレイピン改革期と第一次世界大戦時の事実， あるL、は引用数字の誤りについて，

ア・エム・アンフィモフ氏の指摘がある 8)

1947年に第 1巻の初版がでたとき. イ・パークロエフ・モロープフ 10) エス・ポクロ

ープスキー 11)の諸氏がその書評に当った.第三巻の出たときには、カ・パジートノフ山、

テ・ケルウチ 1:3)ア・ポテレビンスキー 14)‘エフ・ボリャンスキー 1~) イ・プストワーロ

ブ lti) イ・ウダリッオフ 17)‘ベ・ブローモフ 1分注と経済史関係の第一械の人々が書評を

i葺いた.主たエス・ストルウミーワン投授も. リャーシチエンコの死後， 1956年にけ:た

沼 4J夜、二序 i三を寄せている.職ijf(もち数ある 1¥1)

ここでとくに記LておきたL、の辻‘ 1 ')をのを :1~ につif られたえ-献百録の frnîft宣につL、

てである.すでに， 19:均年版のときに可攻り話織な‘当時と Lてはそれが代表的なもの

と思われるような経済史関係文献目録がつくられたが， この肢の目録;工， それを各項目

8) A.M. AH中HMOB， 0 HeKoTopbIX HeTO'-IHOCT兄XB KHHre n. 11. J1兄meHKO<(日CTOpH5IHapO.llHOrO 
X03兄iicTBaCCCP>> T. II， <<l1CTOpH兄 CCCP>>，1959， ]¥jQ 3， c. 224-225 

り ((BOnpOCbIHCTOpHH>>， 1948， !も 6

10 i <<COB. KHHra>>， 1948， N! 5 
11 i <<BonpocbI 9KOHOMHKH>>， 1948， Nl 2 
12) <<HOBbI負 MHP>>，1949， N2 5 
13) <<COB. KHHra>>， 1949，討き 6

14) <<BonpocbI HCTOpHH>>， 1948， NQ 9 
15) <<BonpocbI 9KOHOMHKH>>， 1949，地 2

16> <<npaB.lla>>， 1949， 7， Ma冗， N2 127 
17) <<CλaB兄He>>，1949， N2 6 
18) <<BicHHK AKa.ll. HaYK YCCP>>ァ 1949，λiQ9 

19) 1949年エレヴアンに於て，アfレメニヤ語で，第 i巻が， 同ヒく 1ヲ50{jミに::r~ 2之さが， 1951年にウ
クライナ語で，第 l巻が，同亡く 1952年に第2巻が，四日年にプラハiこ於てチェコ語でし 2巻が，

1954年にプカレストに於てノレーマニア詰で第2巻が， 同じく 1955年に第 l巻が額訳出版された.
19日午にニューヨークで、出た丸沢(L.1¥1. Herman ，VO は. 1939年版であ仇わが間で出た2種の

i琉武は 1930年版及びそれ以前のものであるよ
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別に補充したもので， ロシア経済史関係の主要文献はほとんど網羅されている.

なお， 第 3巻は社会主義時代を扱い， 十月革命から 1950年までを叙述しているが，

出版されたのはかれの死後である.長く病中にあって書いたもので，著者はまだ完成稿

と考えていなかった. とくに，小数民族の項は，一般論を述べただけで，さらに詳述す

る心算であった.ベ・オノレロフ氏もいう 20)ように，軍事生産力，労働者階級などこの巻

の叙述には幾多不充分な点があるが. 3巻本の全体を略々完成するものとしての積極的

な意味立大きい.

x x x 

前述のウクライナ科学アカデミー経済研究所に特設されたリャーシチェンコ記念、経済

史研究室の主要な課題は，故人の残したえき大な資料を整理するなかで， リャーシチェン

コの業績評値をすることである.それは，次の五つの方向で、行なわれている.

1) 経済史家としてのリャーシチェンコ

2) リャーシチェンコの業績の中での農業，農民問題について

の 同じく，軍事的，封建的帝国主義について
4) 同じく， ロシア帝国主義体制の中で、の民族的辺境の経済的発展の持性について

の 同じく，ソヴエトにおける社会主義建設について
結局かれの業績が積極的な役割を果したのも， この 5つの分野においてであるという

ことができょう.

後 記

年譜及び業績表の資料について，モスクワ大学留学中の米111哲夫氏に多大の援坊をうけた.それは，
リャーシチェンコの邸周年(死後〉に際し，ウクライナ科学アカデミーで行なったヴイノレニーク教授

の報告をもとにしたものであるが，若干事項訂正を加えた.

経済学説史関採の業譲については，京本に接する機会がなかったので、これを省略した.

20) 6.0戸 OB，Tpy，lJ. no HCTOpHH COBeTCKO員 9KOHOMHKH，<<BonpocbI 9KOHOMHKH>>， 1957，地主
c. 128-133 
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